
営農情報営農情報
水
稲【
田
植
後
の
管
理
】

●
水
管
理

　

苗
の
活
着
後
、
気
温

の
上
昇
と
と
も
に
土
壌

中
の
有
機
物
が
分
解
さ

れ
ガ
ス
が
発
生
し
や
す

く
な
り
、
発
生
し
た
ガ

ス
に
よ
っ
て
、
根
を
傷

め
下
葉
か
ら
赤
く
枯
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
赤
枯
れ
症
状
）。
赤
枯

れ
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
活
着
後
は

間
断
か
ん
が
い
（
水
を

入
れ
た
り
落
と
し
た
り

を
繰
り
返
す
）
を
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

・
赤
枯
れ
の
発
生
が
ひ
ど
い
場
合
は
豊
土
サ

ン
グ
リ
ー
ン
（
追
肥
用
）
を
10
ａ
あ
た
り

５
㎏
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

・
間
断
か
ん
が
い
は
中
干
し
直
前
ま
で
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

●
中
干
し

・
有
効
茎
数
の
８
割
程
度
が
確
保
で
き
た
ら
中

干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

・
粘
質
田
（
排
水
不
良
田
）
…
小
さ
い
亀
裂
が

出
来
る
程
度
に
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。
中
干

し
前
に
溝
切
り
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

・
普
通
田
（
乾
田
）
…
小
さ
い
ひ
び
割
れ
が
条

間
に
残
り
、
足
跡
が
残
る
程
度
に
行
な
い
ま

し
ょ
う
。（
と
き
ど
き
走
り
水
か
ん
水
を
行
な

い
ま
し
ょ
う
。）

・
漏
水
田
…
足
跡
に
水
が
残
る
程
度
に
行
な
い

ま
し
ょ
う
。
間
断
か
ん
が
い
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

●
病
害
虫
対
策

・
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
・
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム

シ
…
稲
の
葉
を
カ
ス
リ
状
に
白
く
さ
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合

は
、
田
植
前
の
水
稲
育
苗
箱
施
用
剤
で
対

処
で
き
ま
す
が
、
発
生
が
多
い
場
合
は
、

「
な
げ
こ
み
ト
レ
ボ
ン
」
を
10
ａ
あ
た
り

４
～
６
個
（
※
１
袋=

50
㎖
×
６
個
入

り
）
散
布
し
ま
し
ょ
う
。〔
使
用
時
期
：

５
葉
期
以
降
～
収
穫
21
日
前
ま
で
〕

・
い
も
ち
病
…
【
予
防
的
防
除
】
葉
い
も
ち

初
発
の
10
日
前
～
初
発
時
に
「
オ
リ
ゼ

メ
ー
ト
粒
剤
」
を
10
ａ
あ
た
り
３
㎏
散
布

し
ま
し
ょ
う
。〔
使
用
時
期
：
収
穫
14
日

前
ま
で
〕

【
発
生
時
】
い
も
ち
病
発
生
時
に
は
「
ブ
ラ

シ
ン
粉
剤
Ｄ
Ｌ
」
を
10
ａ
あ
た
り
４
㎏
、
た

だ
ち
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。〔
使
用
時
期
：

収
穫
7
日
前
ま
で
〕

丹
波
黒
大
豆【
圃
場
づ
く
り
～

土
寄
せ
ま
で
の
管
理
】

●
圃
場
・
土
づ
く
り
・
施
肥

・
日
当
た
り
が
良
く
、
排
水

良
好
で
、
畝
間
か
ん
水
が

可
能
な
圃
場
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

・
収
量
の
低
下
、
病
害
の
発

生
な
ど
の
連
作
障
害
が
発

生
す
る
た
め
、
輪
作
し
、

連
作
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
圃
場
の
周
囲
に
明
渠
を
掘

り
、
排
水
の
良
い
圃
場
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

・
苗
定
植
の
１
か
月
前
ま
で

に
土
づ
く
り
資
材
を
施
用
し
耕
運
し
ま
す
。

基
肥
は
定
植
の
10
日
前
ま
で
に
施
用
し
耕
う

ん
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種
～
育
苗

・
種
子
は
10
ａ
あ
た

り
約
１
・
５
㎏
必

要
で
す
。

・
播
種
時
期
の
目
安

は
６
月
10
日
か
ら

15
日
頃
で
す
。

・
セ
ル
ト
レ
イ
は
１
２
８
穴
を
使
用
し
、
１

穴
１
粒
ず
つ
播
種
し
ま
し
ょ
う
。
培
土
は

ス
ー
パ
ー
ミ
ッ
ク
ス
Ａ
な
ど
の
育
苗
培
土

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
播
種
の
際
、
丹
波
黒
大
豆
の
ヘ
ソ
の
向
き

は
下
向
き
に
し
ま
し
ょ
う
。
上
向
き
に
播

種
を
す
る
と
、
発
芽
率
が
悪
く
な
っ
た
り
、

発
芽
揃
い
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
育
苗
中
～
生
育
初
期
は
湿
害
に
弱
い
の
で
、

セ
ル
ト
レ
イ
は
直
接
地
面
に
置
か
ず
、
角

材
な
ど
で
少
し
浮
か
せ
て
風
通
し
を
良
く

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
植

・
播
種
後
10
日
程
度

経
過
し
、
初
生
葉

が
展
開
し
た
頃
が

定
植
の
適
期
で

す
。
草
丈
10
～
12

㎝
程
度
の
し
っ
か

り
と
根
が
張
っ
た
苗
を
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

・
う
ね
幅
１
４
０
㎝
、
株
間
60
㎝
の
間
隔
で

1
本
ず
つ
定
植
し
ま
す
。

・
セ
ル
苗
に
は
か
ん
水
を
十
分
行
な
い
、
本

圃
へ
移
植
し
ま
し
ょ
う
。

・
10
㎝
程
度
の
植
穴
を
作
り
、
子
葉
く
ら
い

ま
で
十
分
に
土
を
か
け
ま
す
。

・
定
植
時
期
の
防
除
と
し
て
、
ネ
キ
リ
ム
シ

類
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
ほ
場
で
は
、
定

植
後
に
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
を
６
㎏
／

10
ａ
、
土
壌
表
面
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
寄
せ

・
倒
伏
防
止
、
雑
草
抑
制
、
新
根
の
発
生
に

よ
る
根
量
の
増
大
、
乾
燥
の
防
止
等
の
た

め
に
土
寄
せ
を
行
な
い
ま
す
。

・
定
植
か
ら
10
日
以
内
に
１
回
目
の
土
寄
せ

を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

・
1
回
目
の
土
寄
せ
の
10
日
後
に
追
肥
（
Ｐ

Ｋ
化
成
を
20
㎏
／
10
ａ
と
Ｌ
コ
ー
ト
70
を

５
㎏
／
10
ａ
）
を
施
用
す
る
と
同
時
に
、

２
回
目
の
土
寄
せ
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

・
軸
が
硬
く
な
る
と
新
根
が
出
に
く
く
な
る

た
め
、
土
寄
せ
は
発
芽
後
30
日
以
内
に
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

へそ
施用資材 施用量/10a

土づくり
堆肥 1～1.5t

粒状マリンカル 100kg

基　　肥 大豆化成420 40kg

営農情報

品種 有効茎数／１株 中干し時期

コシヒカリ
ひとめぼれ

目安………22本
目安………22本

6月中旬頃から
6月末頃まで

中生新千本 目安………24本 7月上旬
頃まで

あきろまん 目安………21本 7月中下旬
頃まで

※有効茎数の目安
60株／坪の場合中干しの目安

●効果：ガス抜き・酸素補給

入水 入水 入水 入水
田面露出 田面露出 田面露出 中干し

茎数確保

間断かんがい(イメージ)

※
水
稲
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

２
０
２
５
年
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
地
域
水

稲
栽
培
こ
よ
み
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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三次トピックス 地域の情報をお届け！三次トピックス地域の情報をお届け！

６月14日（土）
ふれあい活動

※放送内容（予定）は
　変更になる場合もあ
　ります。

㈱三次ケーブルビジョンコミュニティチャンネル

農業情報番組ガイド
放送時間　7：00～7：15・12：00～12：15・19：40～19：55

111ch

放送日 内　　容 担当者

６月２日（月）～６月８日（日） 産直出荷販売情報と
夏場の果菜類の栽培管理について

菊原
沖

６月16日（月）～６月22日（日） 水稲出穂期前後の栽培管理について 行竹

農業情報
番組の
ご案内

6

▲完成したパンとサラダ、　スープ▲植菌作業をするメンバー

▲パン作りを行なう参加者

▲回収した空き缶のプルタブ、古切手を贈呈す
る女性部員

　ＪＡ女性部三次地区本部は、環境保全と社会貢献を目的に、ペットボ
トルキャップや空き缶のプルタブ、古切手の回収に取り組んでいます。回
収は支部単位で取り組み、同ＪＡの各支店に回収ボックスを設置する等、
女性部員やＪＡ職員、組合員・利用者から多く持ち込まれました。
　３月25日には、女性部員が三次市社会福祉協議会を訪れ、回収した空
き缶のプルタブ約100ｋｇ、古切手約1000枚を贈呈。プルタブ、古切手
は換金された後、全国の被災地支援金や福祉支援等に活用されます。
　また、回収したペットボトルキャップ約850kgをワクチン資金とするた
め三次環境クリーンセンターへ持ち込みました。同女性部の石田佳都美
部長は「組織の力で多くのペットボトルキャップ、プルタブ等を回収する
ことができた。今後も部員一人一人が環境にやさしい暮らしを心がけ、社
会貢献に取り組んでいきたい」と話しました。

　ＪＡ女性部三次地区本部の光年部会は２月26日、ＪＡ
三次地域生活センターでパン作りを行ないました。
　パン作りは同女性部八次支部の小田カズ子さんを講師
に招き、４種類のパンとサラダ、スープを調理。参加した部
員は「焼きたての手作りパンはとても美味しい」と笑顔で
話しました。
　光年部会は同女性部の年代別組織として、「経験を生か
し、光輝いた生活」をモットーに「家の光」の記事を活用し
た手芸や視察研修、交流会等の活動を行なっています。

　ＪＡ女性部三次地区本部家庭菜園グループは４月２日、
椎茸菌の種駒打ちを行ない、メンバー20人が参加しま
した。
　家庭菜園グループは毎月１回程度、野菜栽培講習会や
こんにゃくづくり、ぼかし肥料づくり等、季節に応じた
活動を行なっています。
　メンバーは、ドリルで原木に穴を開け、種駒を打つ等、
全員で協力しながら作業を進め100本の原木に植菌しま
した。作業が終わった木は、それぞれが持ち帰り管理し
ます。参加者は「自分たちで植菌したきのこは味が深い
ので収穫が待ち遠しい」「家族で楽しみにしている」など
と話し好評でした。

組織の力で環境保全活動　女性部三次地区本部

パン作りに挑戦　女性部光年部会原木100本に植菌 女性部家庭菜園グループ

三次地域
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三次トピックス地域の情報をお届け！

Ｊ
Ａ
三
次
地
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
営
農

販
売
課
は
３
月
上
旬
、良
品
質
米
の
生
産
、

収
量
ア
ッ
プ
を
目
的
に
管
内
10
会
場
で
水
稲

栽
培
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、各
地
区
の
営
農
指
導
員
が
、

「
水
稲
育
苗
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」「
田
植
前
後

の
管
理
」「
除
草
剤
の
効
果
的
な
使
用
方
法
」

等
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
行
な
い
、生
産

者
は
熱
心
に
話
を
聞
き
、気
に
な
る
点
は
営

農
指
導
員
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

出
席
し
た
生
産
者

は「
除
草
対
策
が
参

考
に
な
っ
た
。
栽
培

管
理
を
徹
底
し
良
い

米
を
作
り
た
い
」と

力
を
込
め
話
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
の
ふ
れ
あ
い
助
け
あ
い
組
織「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」メ
ン
バ
ー

（
酒
屋・八
次・和
田・川
西・神
杉
支
部
）が
３
月
11
日
、Ｊ
Ａ
の

三
次
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
や
す
ら
ぎ
館
」を
訪
れ
、利
用

者
と
交
流
し
ま
し
た
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」メ
ン
バ
ー
は
利
用
者
の
前
で
踊
り
や
歌
、

フ
ラ
イ
パ
ン
演
奏
を
披
露
。踊
り
で
は
利
用
者
の
方
も
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
持
っ
て
踊
り
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
利
用
者
は

「
一
緒
に
踊
れ
て
楽
し
か
っ
た
。次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、管
内
17
支
部
で
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
福

祉
施
設
の
訪
問
、清
掃
活
動
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
福
祉
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

良
品
質
米
生
産
、収
量
ア
ッ
プ
に
向
け
て

水
稲
栽
培
研
修
会

利
用
者
と
踊
り
、歌
、フ
ラ
イ
パ
ン
演
奏
で
交
流

ふ
れ
あ
い
助
け
合
い
組
織「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

▲�「たんぽぽの会」メンバーと一緒に踊る利用者

▲栽培のポイントを説明する営農指導員

三次地域
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農業用資材廃棄物及び小農機具の回収のご案内
ＪＡひろしまでは、農家の皆様から委任を受けて、農業用廃棄物を適正に処理する取り組みをしております。
当日は委任状に印鑑が必要です。必ず印鑑をご持参ください。
　廃棄物を運搬する際は、車両への「産業廃棄物運搬車」の表示と積載廃棄物の量・運搬先などを記入した書面の備え付け
が義務付けられています。表示する書類等を各支店に準備しておりますのでご利用ください。

1．回収日程
回　収　日 時　　間 回収場所 対象地区

6月3日 （火） 9：00～12：00
三次地域営農経済センター　集約倉庫前

全地区三次北支店
三次西支店

6月4日 （水） 9：00～12：00

君田支店 君田地区
布野ライスセンター籾荷受施設 布野地区
作木支店 作木地区
吉舎支店旧営農経済事務所裏 吉舎地区
三良坂支店旧営農経済事務所前 三良坂地区
三和家畜管理所 三和地区

6月5日 （木） 15：00～18：00 三次地域営農経済センター　集約倉庫前 全地区

2．回収する廃棄物の種類および回収料金（税込）
①廃プラスチック（肥料袋、マルチ、セルトレー、ハウスビニールなど） �������������（1㎏当り）　100円
　廃プラスチック（育苗箱及び野菜・花等のアンダートレー  綺麗で風化していないもの） ����������  無料
②肥料・農薬の空ダンボール（農薬の付着していないもの）  ������������������（1㎏当り）　160円
③廃農薬
　㋐水銀含有農薬����������������������� 別途見積（水銀濃度等により料金が異なるため）
　㋑ 有機燐化合物（パラチオン・メチルパラチオン・メチルジメトン・ＥＰＮ）・砒素・硫黄を含む農薬
　　およびシマジン・チウラム剤・チオベンカルブ剤・硫酸銅・臭化メチル  �����������（1㎏当り）　900円
　㋒クロールピクリン���� （1個当り）16,500円　　　㋓一般の農薬 ����������  （1㎏当り）　650円
④農薬空容器（ボトル、ビン、缶、袋・農薬が付着したダンボール） ���������������（1㎏当り）　650円
⑤小農機具（刈払機、防除機・金属以外の柄の付いた鎌や鍬等） ����������������（1㎏当り）　300円
⑥鉄製品（草刈刃・耕運刃・スパイダーモアの刃等）���������������������������� 無料
⑦金属屑（鉄製品を除く金属を含むもの・鎌や鍬等の金属部分・オイル缶やスプレー缶など完全に空になったもの）
　　　　（電柵用パイル・コード）（ハウスパイプ、イボ竹） ������������������（1㎏当り）　  30円
⑧車輌バッテリー ���� 無料　　 ⑨農業用乾電池（獣害防止機器用電池等） ���������（1㎏当り）　600円
⑩リチウムイオン電池（車輌以外の農業機械バッテリー）�������������������（1㎏当り） 1,200円

3．注意事項
①回収料金の口座引き落としを希望される方については、貯金の「払戻請求書」を提出いただきます。
　 「払戻請求書」は各支店金融窓口及び営農センターにありますので、事前にお受け取りいただき、口座のお届け印を

押印の上、当日ご持参ください。（右上日付は記入しないでください。）
②廃プラ（肥料袋、マルチ、育苗箱など）を除く廃棄物には、必ず名札を添付してください。　
　 マルチは他の廃プラスチック類とは別に梱包してください。廃プラに付着している土、木片、釘等は取り除いてくだ

さい。梱包に使用するヒモは、ＰＰロープ等のプラスチック製品でお願いします。（梱包の目安は10～15㎏）
③農薬は、粉剤、水和剤、粒剤と乳剤、液剤に分別してダンボール箱に入れ、氏名を明記してください。
④品名、成分の表示が無い農薬や、農薬以外の薬品は回収できません。
⑤農薬で袋がやぶれそうな物については、袋ごと透明なビニール袋に入れて内容物を表示してください。
⑥上記以外の農薬では、処分業者と相談の上回収、または回収不可とする場合があります。
⑦発火性のある塩素系の除草剤、クサトール、デゾレート等は回収できません。
⑧農薬の空容器は、プラスチックボトル、ビン、袋、缶に分別し、透明なビニール袋に入れてください。
⑨エアゾール缶等密封物は、穴を開けガスを完全に抜いてください。
⑩ハウスパイプ、イボ竹などは金属屑として回収します。（10～15㎏でくくってください。）
⑪オイル等の可燃物が入っている物は回収できません。
⑫医薬品および空容器は回収できません。（例　動物薬の容器・注射器等）
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